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が大拡散 、各人 の 防御徹底―      榎 沢  芳明 方

水 戸 山 の 今

10/9

須 崎  単独

」ヽ雨   御池 7:00-広 澤 山代 7:50-熊 沢 山代 8:

30-長 英新 道分 岐 12:05/12:20-隧 分 岐 12:

05/12:20-沼 山峠休憩所 13:00/13:30-

御池 14:05/戻 り

・・ 当初 は上越 国境 の 山に行 く予定だ つた のだが 、大気 があ

ま り良 くな い予報だ つたので、南会津 の山へ 。 コロナで 2年

訪れるこ とが 出来 なか った隧 ケ岳二追悼登 山二 向か う事ち し

た。当 日の天気 は雨が混 じるガス、気温 は低 くな い。上だ け

合羽 を羽織 るが暑 い。人気 の 山だ けあつて人 の数 は多 く、 山

頂は賑わ つて いた。硫 黄沢 に合掌。 山スキーの下 見もかね て

長英新道側 に降 りる。長蔵 小屋付近 でお昼 を食べ よ うとおも

つていたが、案外 バスで来 るお客 が多 い ので大江湿 原 の手

前の桟橋 でお昼 を軽 くとった。 ここまで来 て、ち ょつ と歩 き

足 りな いのに来 が付 いた が、携帯 の電波 も無 いので 当初 の予

定通 り沼 山峠 に降 り、バスに乗 つた 。御池 まで歩 こうか とも

と歩 こうか とも思 つたが、舗装路 を歩 くのは消耗 す るだ けだ

つたので止めに した 。

今度 は七人か らス ター トして周遊す るコース ヲや つて見た

い。                   (須 崎  記

窓明 山                    10/1o

須 崎  単独
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―疫病 が大拡散 、各人 の 防御徹底―     榎 沢  芳明 方

記  録

隧 ケ岳                         10/9

須 崎  単独

ガス・ 小雨    御池 7:00-広 澤 山代 7:50-熊 沢 山代 8:

30-長 英新 道分 岐 12:05/12:20-隧 分 岐 12:

05/12:20-沼 山峠休憩所 13:00/13:30-

御池 14:05/戻 り

。・・・ 当初 は上越 国境 の 山に行 く予定だ つた のだが 、大気 があ

ま り良 くな い予報だ つたので、南会津 の山へ 。 コロナで 2年

訪れるこ とが 出来 なか った隧 ケ岳二追悼登 山二 向か う事ち し

た 。当 日の天気 は雨が混 じるガス、気温 は低 くな い。上だ け

合羽 を羽織 るが暑 い。人気 の 山だ けあつて人 の数 は多 く、 山

頂 は賑わ つて いた。硫 黄沢 に合掌。 山スキーの下 見もかね て

長 英新道側 に降 りる。長蔵 小屋付近 でお昼 を食べ よ うとおも

つていたが、案外 バスで来 るお客 が多 い ので大江湿 原 の手

前 の桟橋 でお昼 を軽 くとった。 ここまで来 て、ち ょつ と歩 き

足 りな いのに来 が付 いた が、携帯 の電波 も無 いので 当初 の予

定通 り沼 山峠 に降 り、バスに乗 つた 。御池 まで歩 こうか とも

と歩 こうか とも思 つたが、舗装路 を歩 くのは消耗 す るだ けだ

つたので止めに した 。

今度 は七人か らス ター トして周遊す るコース ヲや つて見た

い。                   (須 崎  記

三岩岳～窓 明 山                   10/1o

須 崎  単独

快晴     国体 コース人 口 6:10-避 難小屋 9:35-三 岩岳

(次頁へ つづ く )



(2)   ゾ.

(前頁よ りつづ く )

10:25/10:45-避 難小屋 11:10-三 岩岳 1

:20/10:45-避 難小屋 11:10-窓 明山 12:
0/12:20-巽 沢山 14:05-国 体 コース入 口 14
50/戻 り                 ｀

・・ ・紅葉 のブナ を求 め三岩 山に向か うが 1～ 2週 間早か つた

が 、上部 ブナ帯 で は紅葉が始 まって いた。三岩～窓 明はご当

地 のみの無名 山岳 であるが 、原生 的な ブナ林が有 り、高層湿

原 があ り、多雪 に よる地形 があ りと南会津 の要素 をふんだん

に詰め込んだ良 コースである と再認識 した。 また再訪 した い

那須岳

(須 崎  記

12/24

樫村  単独

晴     大丸駐 車場 10:10-峠 の茶屋登 山口 1 0:40-

20-峠 の森林限界抜 けた あた り 11:20-茶 自岳 13:

茶屋 14:00-大 丸駐車場 15:10/戻 り

・・・週末寒波 の予報 なので、その前 に と思 い出か けてきた。

大丸 までの道路 には、先般降 つた雪 はなか った。今 の時期 と

しては気温 は高めのよ うで、歩 き始 める と暑 くて、も つと薄

着 てもも良か つた と反省 。森林 限界 を抜 けた ところか ら茶 臼

岳 に向けて直登 し、小屋 か らのルー トと合流。 山頂 は、風 は

ほ とん と無 く、独 り占め しての展望 を堪能 して、峰の茶屋経

由で下 山 した。 (樫村  記

編 集 後 記

12月 と本年 1月 の例 会 には、 3と 4名 の会員 出席 にて例 会が再
ス ター ト。疫病 も猛烈な勢 いで再ス ター ト。参加者 各位 に問題 が無 い

のか不安である。症状 を感 じた ら徹底 しての対応 を行 つて欲 しい。

そのお陰で、本号の発 行 とな った。小生 も注意 して担 当 と しての務

めを続 けるつも りです 。 HPも 見て くだ さ い。では次号で。
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